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論点No.111

重大事故対策 －重大事故等対処設備の重要度の考え方－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第23回ワーキング
（2023.3.29）で議論

重大事故等対処設備は、常設・可搬など
の区分に応じて重要度を設定し、事故時
に必要な機能が損なわれないよう設計す
ること、定期的な動作確認などを行い適
切に管理していくことを確認。

福島第一原子力発電所事故を踏まえ、重
大事故が発生した場合に備えて新たに設
置する重大事故等対処設備は、どのよう
な重要度に基づいて設計し、管理してい
くのか。

材料及び構造による重大事故等クラスの区分

○重大事故等対処設備（SA設備）の重要度の区分

• SA設備の材料及び構造は、国の規則に基づき、右表の重
要度の区分によることとしている。

材料及び構造による
SA設備クラス

SA設備クラス区分の定義 設計条件等

重大事故等
クラス１

重大事故等対処設備のう
ち、特定重大事故等対処
施設（テロ対策施設）に
属する容器、管、ポンプ
または弁

特定重大事故時の環境条件（大型
航空機の衝突その他テロリズム等
含む）及び一定程度の裕度を確保

重大事故等
クラス２

重大事故等対処設備のう
ち常設のものに属する容
器、管、ポンプまたは弁
（特定重大事故等対処施
設を除く）

重大事故等発生時の環境条件（温
度、放射線、荷重）

重大事故等
クラス３

可搬型重大事故等対処設
備に属する容器、管、ポ
ンプまたは弁

重大事故等発生時の環境条件で評
価、または完成品においては妥当
と確認された一般産業品の規格及
び基準に基づき評価

• 重要度の区分に基づき、既設の設備であっても必要に応じ
てより厳しい地震の揺れや環境条件により評価し、重大事
故等発生時においても必要な機能が損なわれることがない
よう設計する。

設計条件が
より厳しい

• SA設備は、保安規定にて保全プログラム（保全計画）を策
定し、計画に基づき定期的な動作確認を実施することなど
により管理していく（論点No.110参照）。

• なお、SA設備の耐震設計においては、比較的重要度の低い
設計基準対象施設を代替する一部の設備を除き、基準地震
動による地震力に対して機能を損なわないよう設計する。

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

